
平成 30年度文部科学大臣表彰において小林広明センター長特別補佐、 

撫佐昭裕客員教授が科学技術賞（開発部門）を受賞 
 

 平成 30年度科学技術分野の文部科学大臣表彰において、小林広明サイバーサイエンスセンター

長特別補佐（情報科学研究科教授）、撫佐昭裕サイバーサイエンスセンター客員教授（日本電気(株)

第一官公ソリューション事業部 主席システム主幹）らの研究グループが科学技術賞（開発部門）

を受賞されました。 

 小林補佐、撫佐客員教授らの研究は、スーパーコンピュータの災害時利用を実現し、地震情報

の自動取得と津波発生・伝播・浸水・災害予測、結果の図化・配信をリアルタイムで行うという

目標を立て、基礎研究および産学連携による共同研究を推進したもので、本センターに設置され

ているスーパーコンピュータ SX-ACEが活用された成果が高く評価されたものです。 

 なお、業績名、受賞者は以下のとおりです。 

 

〇 科学技術分野の文部科学大臣表彰 科学技術賞（開発部門） 

業績名：リアルタイム津波浸水被害予測 システムの開発 

受賞者：越村 俊一  （災害科学国際研究所 教授）（筆頭者） 

     日野 亮太  （理学研究科 教授） 

     小林 広明  （情報科学研究科 教授） 

     村嶋 陽一  （国際航業(株)技術サービス本部 事業リーダー、 

            災害科学国際研究所 特任教授(客員)） 

     撫佐 昭裕  （日本電気(株)第一官公ソリューション事業部 主席システム主幹、 

            サイバーサイエンスセンター 客員教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       受賞者の方々（一番左が小林補佐、右から２人目が撫佐客員教授）

吉澤誠教授が総長教育賞を受賞 

 
 本センター・吉澤誠教授がコーディネータを務める東北大学サイエンスカフェ・ワーキンググ

ループおよび総務企画部広報課社会連携推進室が、平成 29年度総長教育賞を受賞しました。 

 総長教育賞は、本学の教育理念に基づき、誠意と熱意をもって職務に取り組まれ優れた教育の

成果を挙げた教職員を表彰するもので、3 月 27 日（火）にカメイアリーナ仙台（仙台市体育館）

で授賞式が行われました。 

 受賞理由は以下のとおりです。 

 

 2005年から 12年間・通算 150回、「東北大学サイエンスカフェ」を企画・実施し、学生ボラン

ティア組織の支援とともに、本学研究者の最先端研究の成果を市民とともに語り合い、若い世代

に知的感動と大学入学への動機を与えるための最も代表的なアウトリーチ活動として、本学の知

名度向上に大きく貢献した。 
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